	がん医療の充実 （がん医療に関する相談支援・情報提供）

	第二期計画における取組目標
	第二期計画初年度（Ｈ25）の主な取組
	２６年度の主な取組（Ｈ26.12末現在）
	２７年度～の取組案

	がん医療に関する相談支援・情報提供
（１）患者・家族等が利用しやすい府民目線の情報提供の推進
○　がん診療連携協議会は、すべての国指定拠点病院及び府指定拠点病院が、府民にとってわかりやすい情報が提供できるよう、患者団体等の意見を踏まえ、情報のあり方を検討し、各がん拠点病院への周知を図ります。
○　国指定拠点病院及び府指定拠点病院は、がん診療連携協議会の方針を踏まえ、診療機能や診療実績、専門的にがん診療を行う医師及び臨床試験（治験）の実施状況に関する情報等、がん診療に関する情報の公開をさらに充実させることとします。
○　府及び府立成人病センターは、「がん診療ＮＯＷ」をはじめ、がんに関する様々な情報提供機能について、より一層、府民への周知を図るとともに、がんに関する情報を掲載したパンフレット等を、すべてのがん患者及び家族等が、容易に入手できるようにします。
○　がんに関する情報は、がん患者の立場に立って提供される必要があることから、府は、生存率等の公表に際しては、府民が理解しやすく、誤解を招かないよう、また、がん患者及び家族等の心理面にも配慮した情報提供のあり方に努めます。
　
（２）相談支援機能の向上と府民への周知
○　国指定拠点病院は、がん拠点病院間で、相談支援センター機能の格差が生じないよう、がん診療連携協議会等で、積極的に情報交換を図り、府民にとって利用しやすい環境を整備し、より一層、府民への周知を図ります。

○　府指定拠点病院においても、同様の取組により、積極的に相談支援機能の充実を図るとともに、府民への周知に努めます。
○　医師及び医療技術者、心理、介護に携わる人、相談員等がんに携わるすべての人が、がん患者及び家族等のこころのケアに配慮した行動をとれるよう人材育成に努めます。
	○がん医療情報の提供
・都道府県拠点病院（府立成人病Ｃ）において各がん拠点病院の医療情報やがんに関する各種情報を一元的に提供するホームページを開設
・「大阪がん情報提供コーナー」と府ホームページの連携→リンク済み

○相談支援機能の向上

・都道府県拠点病院によるがん相談員向け研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成26年3月）

　　「がん患者のリハビリテーション」　　参加者71名
・相談支援センターに対するアンケート調査

（平成26年3月）

	○がん医療情報の提供

・府立成人病Ｃ（大阪がん情報提供コーナー）において各がん拠点病院の医療情報やがんに関する各種情報を一元的に提供するホームページ「大阪がん情報提供コーナー」を運営
　　　 また、府ホームページにおいても、がんに関する各種情報を掲載

○府指定がん診療拠点病院の指定要件改正

・がん診療拠点病院相談支援センターの業務として、がん診療及びがんの予防・早期発見等に関する一般的な情報の提供について指定要件に追加
○がんに関する情報を掲載したパンフレット等の配布
・がん診療拠点病院において、がんに関するパンフレット等を配布

また、府においても、市民まつりやスポーツイベント等でパンフレットを配布
○相談支援機能の向上

・都道府県拠点病院によるがん相談員向け研修会
（平成26年12月）
「がん相談員のための就労に関する基礎講座」　

内容：労働専門機関講師による、就労に関す
る専門機関の役割や相談への対応等
参加者75名
・がん診療連携協議会相談支援センター部会による研修会  (平成27年2月)

「がん相談員研修セミナー」
内容：就労に関する実務研修、グループワーク
　　・がん相談支援センターにおける就労に関する相談支援について、がん患者・家族へ周知を図るための、府内統一ポスター・リーフレットの作成
○府指定がん診療拠点病院の指定要件改正
 　・相談支援等にかかる指定要件を改正
《相談支援センター》

　・専任の相談支援に携わる者を配置

　・がん相談支援センターの名称
　・相談支援センターの周知

　・相談体制

　・連携体制

　・相談者からのフィードバック

　・新たな相談支援業務の追加
	・　「がん患者のための地域の療養情報」冊子の作成
・　府ホームページについて、府民にとってよりわかりやすいものとなるように改良
・がん相談員向けの就労に関する実務研修

・近畿６府県による地域相談支援フォーラム（平成28年1月予定）
　　〔共催：国立がん研究センター〕



資料１





第二期がん対策推進計画の取組み状況について
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